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 ASTD ICE 2013  

ASTD ICE 2013 
 



 ASTD ICE 2013 に集まった世界の人材 

9,000人 75％ 



1. 韓国 ３８７ 
2. カナダ ２３５ 
3. 中国 １７２ 
4. 日本 １２８ 
5. ブラジル １２４ 
6. サウジアラビア ９４ 
7. クエート ８７ 
8. オランダ ８４ 
9. メキシコ ７２ 
10.イギリス ６９ 

 ASTD ICE 2013 に集まった人材 



 ASTD ICE 2013  

Content  
Community  

Global Perspective 

メイン・テーマ 



 ASTD ICE 2013  会議はBlog, Twitter, Facebook等を通じて 
数か月前からスタートし、数か月後まで続くProcessに 



 ASTD ICE 2013  

 

CCC Phenomena 

 

 

Content Create Comment 

 

新たな課題 『CCC現象』 



 mLearning 

mLearning 
 

PPSツールとして 

活用できるかどうかが鍵 

 



  mLearning ASTD ICE 2013  
トニー・ビンガムの基調講演のテーマ 



  mLearning 

ASTD Annual Report 2012 

Mobile Native が労働力の50％を占めるのに 
学びに活用する企業はわずか28％ 



  mLearning 

  （否定派） 

クラスルームで 
スマホを見ちゃだめ！ 

   （肯定派） 

これが私のクラスの 
ハッシュタグだよ！ 
 

講師の考え方で活用度は大きく変わる！ 



 mLearning 

従来の組織の枠組み vs 新しい技術の活用 

 

従来の組織の枠組み with 新しい技術の活用 

技術的な 
セキュリティ 
コントロール 

企業情報 
社員の責任 

の教育 

組織文化 
の醸成 

 

人材育成担当部署 コンプライアンス部 システム管理部 



 Curation 

Curation 
 

情報を斬新な切口で再構成して 

新たな魅力を発見する手法 



   Quration 

Social Learning------------- 

--------------------MOOCs 

-----Flipped Classroom---- 

------------Mobile Learning 

Flash VS. HTML5---------- 

---------------------TinCan 



 Quration 

クリエーションの時代は終わった 
 

これからはキュレ―ションの時代だ 

たくさんのキュレーターがバックチャネルで会議の楽しみ方を紹介 



 Quration 

やたらにノイズの多い 
 

情報のクリエーションとコメントを集め 
 

フィルターにかけてノイズを取り除き 
 

プライオリティをつけ 
 

新たな組合せを考えて 
 

時系列などのルールで整理をすること 

キュレーションとは…… 



 ５Types of Curation 

1. アグリゲ―ティング（とりあえずテーマに繋がりそうな情

報をモレなく拾い集める） 
 

2. フィルタリング（そこから単なるノイズに過ぎない情報を

さっさと取り除く） 
 

3. エレヴェ―ティング（残った中から特に価値のある、これ

は外しちゃマズい、という情報だけを目立つように掬い上げる） 
 

4. マッシュアップ（拾い上げた情報同士を組み合わせて、新

しい見方、新しいストーリーをクリエイトする） 
 

5. タイムライン・キュレ―ション（時系列に情報を整理

して、順に利用しやすいように提示する） 

効果的なキュレーションのプロセス 



   Curation 

『基調講演の楽しみ方』 

デビッド・ケリーのキュレ―ション 

 

１． 
 

「リアルなスピーチの魅力を心ゆくまで堪能するために 
 

本当に必要な情報は何なのか」に集中したキュレーション。 
 

 

まず、TEDカンファレンスで行ったロビンソン卿の２つの 
 

プレゼンテーション画像をチェックすることを指示。 
 

 



   Curation 

『基調講演の楽しみ方』 

デビッド・ケリーのキュレ―ション 
 

２． 
 

そして、スピーチの内容よりも、 
 

ロビンソン卿がいわゆる「即興型プレゼンター」であること、 
 

軽いジョークを飛ばしながら、その日の聴衆にはどんな 
 

話し方や比喩が受けるかを確認しつつ、入念にプレゼンの 
 

ストーリーを修正していることを読みよることのほうが 
 

重要であると説明する。 

 



   Curation 

『基調講演の楽しみ方』 

デビッド・ケリーのキュレ―ション 

 

３． 
 

「だから、1時間の講演でも、 
 

本当に主張したいことはとてもシンプルなフレーズに 
 

絞ってあって、会場が盛り上がったときに語るんだ。 
 

ロビンソン卿の話は、そこだけ外さなければ十分なんだ」 

 



  Curation 

これからますます情報の量と 

ネットワーク・コミュニケーションの 

規模は膨らんでいく。 
 

そのとき、その情報の海に溺れずに、 

上手く、楽しく波に乗っていくには、
キュレーションのスキルは 

外せないものになるだろう。 
 

なにを拾うかよりも、なにを捨てて、 

なにに集中すべきか、という技術である。 



 Quration 

Element 
 

情熱と才能の出会う場所 



  Element 

ごく普通の人が 
 

自分の情熱を発見したとき 
 

普通ではないなにか 
 

特別ななにかが 
 

始まるのです 
 

ケン・ロビンソン卿 

TED  Ken Robinson: How to escape education's death valley 
http://www.youtube.com/watch?v=wX78iKhInsc 

 



  Element 

情熱 才能 



  Element 

学校や組織と上手くやっていくために 

閉じ込めてしまったあなたの才能 

Passion 
 変わらない、変われない枠組みに 

自分を合わせてElementを閉じ込めてしまうのは残念！ 



 隠れた才能を開花させる７つの法則 

1. 自分の能力を自分で限定しない        
他人にされても無視する 

2. 自分をすごく好きになる                   

誮よりも自分を大事に愛おしく見つめる 

3. 頼りになる仲間をみつける             
いないと思うのは気づいてないだけ。ほら、今も目の前に… 

4. 今の環境から一歩踏みだす            
昨日と違うなにかをする、考える、創造する 

5. 出会ったチャンスは逃さない         
とにかく波には乗ってみる 

6. 人生を分かち合えるメンターと出会う     
恥ずかしいことも、悲しいことも言える人を見つける 

7. 年齢は気にしない              
あなたの本当のトシはあなたが決めるのです 



 Flipped Learning 

Flipped Learning 
 

反転学習 

知識のインプットは自宅で 

知識のアウトプットは教室で 



  Flipped Learning 

http://ctl.utexas.edu/teaching/flipping_a_class/what_is_flipped 

フリップド・ラーニングのイメージ 



  Flipped Learning 

http://archive.longislandpress.com/ 
wp-content/uploads/2012/02/teacher.jpg 



 Flipped Learning 

教えられる 
から 

自ら学ぶへ 
 

自立した 
学習者に 

個別指導
が可能 

インタラクション 
コラボレーション 

スキル向上 
 

学習者同士が 
親密に 

 



  Flipped Learning 



  Flipped Learning 

会議 

 

レポート 
 

資料確認・企画 

ディスカッション・立案 

Flipped Conference 

Flipped Meeting 

http://www.washington.edu/teaching/teaching-resources/flipping-the-classroom/ 



 MOOCs 

MOOCs 
 

最高の教育を無料で受講 

夢を叶えるために必要なことは？ 



  MOOCs TED        Daphne Koller: What we're learning from online education 
               http://www.ted.com/speakers/daphne_koller.html 



  MOOCs TED        Daphne Koller: What we're learning from online education 
               http://www.ted.com/speakers/daphne_koller.html 



  MOOCs 

Coursera 
 

１クラスが100,000人 
 

62の大学が参加 
 

341学科のコンテンツ 
 

1,500,000人の登録者 
 

190か国から受講 
 

14,000,000回もの再生 
 

640,000人の受講者 

伝統的なクラスルームとは比べられない規模 



  MOOCs TED        Daphne Koller: What we're learning from online education 
               http://www.ted.com/speakers/daphne_koller.html 

モチベーションキープのために数分に一度は確認クイズが！ 



  Peer Assessment 
 

TED        Daphne Koller: What we're learning from online education 
               http://www.ted.com/speakers/daphne_koller.html 

学生同士の相互評価は教師の評価とほぼ同じ結果に 



  MOOCs TED        Daphne Koller: What we're learning from online education 
               http://www.ted.com/speakers/daphne_koller.html 

個々人の理解度に応じた「学び」がデザインできるのが強み 
 
 
 
 
 



  MOOCs 

Udacity 
 

登録                   100,000人 
 

ログイン                   50,000人 
 

最初の誯題修了          30,000人 
 

コース修了                10,000人 
 

合格                       3,000人 

課題はわずか３％の修了率 



  MOOCs 

ガイダンスやサポートが乏しい 
 

初心者に対するケアが乏しい 
 

モチベートやエンゲージのコースなのに 
モチベートされなかったのでやめた 
 
 

44ページもの参考PDFがいくつも誯題に 
レポートが間に合わず不合格 
 

受講者の悩みは学習支援の質 



  MOOCs 

 

 

MOOCs  ⇒ MOOLEs ? 
 

Massive Open Online Learning Experience 



米国が挑戦する 
 

次世代の学びの 
 

光と陰 



あふれる学びの情報 
 



進化するICT 



それを活かす知恵を 
 

米国はいま 
 

模索し続けている 
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学ぶ気・やる気を育てる技術 
 http://www.amazon.co.jp/gp/product/4820718525 

 

Facebook : www.facebook.com/yoshikoterada 

Twitter : YoshikoIDC 

メルマガ : デキるオンナのふりをしよう！ 

     『タレントマネジメントなんて怖くないもんね！』の巻 

 


